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[ CASBEEとは ]

CASBEE（建築物総合環境性能評価システム）は建物を環境性能で評価しランク付けする手法です。

国土交通省の指導の下に開発された評価システムです。

このシステムのねらいは、より良い住宅環境を提供し、長く使われ、省エネルギーや省資源に配慮し

住生活の質を向上させることです。

[ 何を評価するのか ]

総合的な環境性能を、戸建住宅自体の環境品質（Q)と環境負荷（L)の２つに分けて評価します。

QとLには３つの評価の分野があり、更にその中で具体的な取組みを評価します。（全５４項目）

Qが高くLが低い建築物が高い評価を得ることができます。つまり、省エネを図りつつ快適性を向上させることが

できれば、高い評価が得られる仕組みです。

Q （環境品質）

QとＬを評価するための区分 L （環境負荷）

　　（環境効率）

Q1　室内環境を快適・健康・安心にする。

Q Q2　長く使い続ける。

Q3　まちなみ、生態系を豊かにする。

LR1 エネルギーと水を大切に使う。

L LR2 資源を大切に使いゴミを減らす。

LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する。

[ ランク付け ]  　　　　　評価1.0は一般的な住宅

3 1.5 1.0

評価 BEE ランク 100

S 素晴らしい 3以上 ☆☆☆☆☆ S A B⁺

A 大変良い 1.5以上3未満 ☆☆☆☆ 50 B⁻ 0.5

B⁺ 良い 1以上1.5未満 ☆☆☆

B⁻ やや劣る 0.5以上1未満 ☆☆ Ｃ

Ｃ 劣る 0.5未満 ☆

0 50 100

評価結果は、評価する段階や条件によって異なるため、

どの段階での評価なのか明確にする必要がある。

［ どのように活用するか ］

● 利害関係者の間で環境に関する価値観の共有化を図るツールとして活用。

環境性能の目標設定や達成度をチェックでき適切な環境配慮設計が可能。

● 施主・設計・施工者などのコミュニケーションとして活用。

環境性能を高める設計・手法について検討できる。

● 環境ラベリングツールとして活用。

格付け結果により、簡単に環境性能を知ることができる。

● 民間金融機関などにおける活用。

融資条件として活用できる。（ローンの金利を優遇するなど）
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「評価結果」は４種類のグラフで構成されている。

①　すまいの環境効率（ＢＥＥランク＆チャート）

ＢＥＥ値と、ＳからＣまでの格付けの結果を表すもの。

省エネを図りつつ、快適性を向上させられれば最も高い評価が得られる（Ｓ：☆☆☆☆☆）

②　大項目の評価（レイダーチャート）

６つの大項目に対する取組みのバランスを確認するためのもの。

スコア３は一般的な建物の評価の目安。これより高いスコアがあれば、一般よりも高い取組みがされていると

判断できる。

③　ライフサイクルＣＯ₂（温暖化影響チャート）

一般的な住宅と比べたライフサイクルＣＯ₂の目安。値が小さいほど温暖化対策の効果が大きいことになる。

ライフサイクルＣＯ₂とは、ＣＯ₂の排出量を建設してから解体するまでの住宅の一生で足し合わせたもの。

④　中項目の評価（バーチャート）

６つの大項目ごとにグラフが示されており、中項目の結果が棒グラフ（バーチャート）で示されている。

スコア３に赤い線が引かれているのは、一般的な建物との比較を確認するため

　室内環境を快適・健康・安心にする

暑さ・寒さ

健康と安全・安心

明るさ

静けさ

　長く使い続ける

長寿命に対する基本性能

維持管理

機能性

　まちなみ・生態系を豊かにする

まちなみ・景観への配慮

生物環境の創出

地域の安全・安心

地域の資源の活用と住文化の継承

　エネルギーと水を大切に使う

建物の工夫で省エネ

設備の性能で省エネ

水の節約

維持管理と運用の工夫

　資源を大切に使いゴミを減らす

省資源、廃棄物抑制に役立つ材料の採用

生産・施工段階における廃棄物の削減

リサイクルの促進

　地球・地域・周辺環境に配慮する

地球温暖化への配慮

地球環境への配慮

周辺環境への配慮

総合的な評価結果をＢＥＥランク＆チャートで確認し、他の３種のグラフでどの分野の取組みが高く評価された

のか不十分だったのか判断することができる。

　① 　② 　③

 ④



Sランク（☆☆☆☆☆）の最高評価です。この評価段階は建築前の計画段階のものです。



1 庇：夏の日射を遮る 8 室内スペース：車椅子・高齢者を配慮 16 節水：トイレ・浴室・台所・洗面において

2 防犯：ウィンドフィルム・雨戸・面格子の設置 9 外構：緑化（日射遮蔽、生物生息の確保） 節水型設備を使う

3 昼光利用：窓を大きくする 10 資源の活用：リサイクル・リユース材の使用（内外） 17 エネルギーの管理と制御：省エネﾅﾋﾞ登録器を採用

4 静けさ：Ｒ‐２５以上のものを使用 11 暖冷房：機器効率の高いもの（温水床暖等） ２台以上を一括で停止機能を付加

5 躯体：耐震･劣化対策　 12 給湯器：太陽熱温水器、電気ヒートポンプ 18 騒音・振動・排気・排熱の低減：

　地域の持続可能な森林からの材料 燃料系潜熱回収瞬間式 40ｄBまで減衰、障壁等を設ける

6 外壁：耐久年数の高いものを使用　 13 換気システム：年間消費電力２ｋWh/年・（㎥・ｈ）以下 19 周辺温熱環境の改善：敷地周辺の風通しに配慮

　簡単に取替え可能な施工 14 照明・家電・厨房機器：省エネ性の高いもの 緑地等を確保し日陰の形成に努める

　60分（45分）以上の耐火性のもの 統一省エネラベルの星の数 舗装（ｺﾝｸﾘｰﾄ・ｱｽﾌｧﾙﾄ）する範囲を制御

7 警報装置：居室、台所に設置（住戸全域に警報） 15 雨水利用：８０L以上のタンクを設置 20 まちなみ・景観：近隣住宅との調和、地域の景観計画

トイレ洗浄水に利用
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